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一
　
は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
平
安
の
著
名
な
歌
人
源
俊
頼
（
一
〇
五
五
？－

一
一
二
九
？
）
の
歌
論
書
『
俊
頼
髄
脳
』
中
に
、
源
道
済
（
？－

一
〇
一
九
）

の
和
歌
「
思
ひ
か
ね
別
れ
し
野
べ
を
来
て
み
れ
ば
浅
茅
が
原
に
秋
風
ぞ
ふ
く
」
を
示
し
、
そ
れ
が
詠
ま
れ
た
背
景
の
説
明
と
し
て
、
漢

字
か
な
交
じ
り
文
に
よ
る
長
文
の
楊
貴
妃
故
事
が
述
べ
ら
れ
る
︒
故
事
は
一
部
に
表
現
の
相
違
を
含
む
も
の
の
、
明
ら
か
に
唐･

陳
鴻

の
「
長
恨
歌
伝
」
に
拠
っ
て
こ
れ
を
全
体
的
に
和
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
、
こ
の
文
章
を
仮
に
「
和
文
化
し
た
『
長
恨
歌

伝
』」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る（

１
）︒

こ
の
「
和
文
化
し
た
『
長
恨
歌
伝
』」
は
、
原
拠
の
漢
文
（
中
国
文
）
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
単
に
逐
語
的

に
忠
実
に
和
文
に
翻
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
︒
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
箇
所
も
無
い
訳
で
は
な
い
が
、
多
く
は
和
文
の
作
者
に
よ
っ
て
、

新
し
い
環
境
（
即
ち
『
俊
頼
髄
脳
』）
に
相
応
し
く
固
有
名
詞
、
人
物
の
行
動
や
目
的
等
が
随
意
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
︒
新
し
く
未
知
の

要
素
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、
全
体
で
は
原
拠
の
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
の
枠
組
み
を
大
き
く
は
逸
脱
し
て
い
な
い
︒

拙
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
原
漢
文
と
新
和
文
の
双
方
に
お
け
る
表
現
の
相
違
と
相
似
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
︒
そ
こ
に
は
、
作
者
（
引

用
者
つ
ま
り
源
俊
頼
）
の
表
現
の
取
捨
選
択
方
針
が
露
呈
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
更
に
削
除
や
追
加
し
た
部
分
を
子
細
に
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
中
国
唐
代
文
学
と
新
日
本
中
世
文
学
の
理
念
の
相
違
を
析
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
か

ら
で
あ
る
︒
大
言
す
れ
ば
、
新
日
本
中
世
文
学
の
作
者
が
原
典
の
何
を
削
除
し
、
何
を
付
加
し
た
か
に
よ
っ
て
、
作
者
の
「
長
恨
歌
伝
」

観
が
よ
り
明
白
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
延
い
て
は
日
中
文
化
の
審
美
観
の
比
較
分
析
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
︒
更
に
作
者
が
参
照

竹

村

則

行

唐
・
陳�

鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た

平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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し
た
で
あ
ろ
う
漢
籍
に
つ
い
て
も
、
特
に
新
し
い
文
化
国
家
の
建
設
に
意
を
注
い
だ
平
安
初
期
に
お
い
て
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
︒

こ
れ
ま
で
学
界
に
お
け
る
『
俊
頼
髄
脳
』
の
当
該
楊
貴
妃
故
事
の
出
典
の
調
査
は
、「
長
恨
歌
伝
」
を
始
め
と
し
て
細
部
に
わ
た
っ
て

調
査
さ
れ
て
お
り
、
既
に
相
当
の
研
究
成
果
を
積
ん
で
い
る
、
た
だ
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
管
見
の
限
り
、

先
行
研
究
の
蓄
積
に
乏
し
い
よ
う
に
見
え
る
︒
従
っ
て
こ
の
方
向
の
研
究
成
果
も
学
界
で
の
評
価
も
芳
し
く
な
い
が
、
こ
こ
で
、
他
の

同
様
な
事
例
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集（

２
）』『

唐
物
語
』『
太
平
記
』
に
お
け
る
「
和
文
化
し
た
『
長
恨
歌
伝
』」
の
比
較
分
析
結
果
（
別
稿
を

予
定
）
も
総
合
し
、
中
国
中
世
の
一
作
品
が
日
本
中
世
文
学
に
与
え
た
影
響
の
仕
方
に
つ
い
て
、
初
歩
的
な
が
ら
系
統
的
包
括
的
に
分
析

と
検
討
を
試
み
る
こ
と
は
、
筆
者
の
無
知
浅
学
は
さ
て
お
い
て
、
そ
れ
相
当
に
意
義
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
︒

二
　
唐
・
陳
鴻
の
﹁
長
恨
歌
伝
﹂
と
白
居
易
の
﹁
長
恨
歌
﹂
の
相
違

こ
の
章
で
は
、
ま
ず
比
較
対
象
の
一
方
で
あ
る
中
国
文
学
の
著
名
な
二
作
品
、
唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
と
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」

に
つ
い
て
、
作
品
成
立
の
背
景
や
作
品
の
テ
ー
マ
等
に
関
し
て
、
後
の
論
述
の
便
の
た
め
に
、
贅
述
を
恐
れ
ず
、
こ
こ
で
関
連
す
る
事

実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
周
知
の
二
作
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
白
居
易
が
『
白
氏
文
集
』
に
お

い
て
、「
長
恨
歌
」
と
共
に
「
長
恨
歌
伝
」
を
併
録
し
た
理
由
が
垣
間
見
え
て
く
る（

３
）︒

千
二
百
年
以
上
も
前
、「
長
恨
歌
伝
」
や
「
長
恨
歌
」
が
中
国
文
学
史
上
稀
に
見
る
幸
運
な
状
況
下
で
詠
ま
れ
た
こ
と
は
、
陳
鴻
「
長

恨
歌
伝
」
の
末
尾
に
付
し
た
作
品
成
立
の
経
緯
説
明
か
ら
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
則
ち
、

（
大
意
）
時
は
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
十
二
月
、
所
は
長
安
西
郊
の
盩
厔
（
今
日
の
周
至
）
県
で
あ
る
︒
こ
の
地
に
居
住
（
隠
遁
）
す
る
陳
鴻

と
王
質
夫
は
、
新
し
く
長
安
か
ら
赴
任
し
て
来
た
県
尉
白
居
易
（
三
十
五
歳
）
の
歓
迎
宴
を
土
地
の
名
刹
仙
遊
寺
に
お
い
て
開
い
た
︒

道
中
、
馬
嵬
が
比
較
的
近
い
こ
と
も
あ
り
、
三
人
の
話
題
は
丁
度
五
十
年
前
の
七
五
六
年
に
馬
嵬
で
惨
殺
さ
れ
た
楊
貴
妃
の
故
事

に
及
ん
で
大
い
に
話
が
は
ず
み
、
互
い
に
感
歎
し
た
︒
す
る
と
、
王
質
夫
が
酒
杯
を
挙
げ
て
言
っ
た
、「
楊
貴
妃
故
事
の
よ
う
な
滅

多
に
な
い
出
来
事
も
誰
か
俊
才
の
文
人
が
記
録
に
止
め
て
お
か
な
い
と
、
や
が
て
社
会
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
︒
白
楽
天
は

詩
が
上
手
く
情
に
厚
い
詩
人
だ
し
、
こ
の
楊
貴
妃
の
故
事
を
一
篇
の
詩
歌
に
詠
ん
だ
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
︒
そ
こ
で
白
居
易
が

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
八
号
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「
長
恨
歌
」
を
詠
ん
だ
︒
そ
の
趣
意
は
、
た
だ
楊
貴
妃
故
事
の
顛
末
に
感
嘆
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
途
あ
る
士
人
が
屡
々
「
尤
物
」

（
美
女
）
に
迷
っ
て
人
生
を
誤
る
事
に
懲
り
懲
り
し（

４
）、

そ
の
惑
乱
を
未
然
に
防
ぎ
、
将
来
の
教
戒
と
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
︒

「
長
恨
歌
」
が
完
成
す
る
と
、
陳
鴻
に
こ
れ
を
散
文
の
伝
奇
小
説（

５
）に

仕
立
て
さ
せ
た
︒

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
「
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
情
」、
特
に
楊
貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
の
「
恨
」
に
特
化
し
て
描
い
た
白
居
易
の
七
言
古
詩

「
長
恨
歌
」
と
、
通
常
の
「
伝
奇
小
説
」
た
る
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
の
間
に
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
情
表
現
を
巡
っ
て
微
妙
な
認
識

の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
白
居
易
は
そ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
当
初
か
ら
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
の
「
長
恨
歌
」
と
陳
鴻
の
「
長

恨
歌
伝
」
を
併
載
し
た
も
の
と
思
し
い
︒
そ
の
後
の
日
中
文
学
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
受
容
と
影
響
を
考
え
る
際
に
、

当
初
か
ら
し
つ
ら
え
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
両
作
品
の
基
本
的
な
差
異
を
予
め
認
識
し
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
︒
そ
こ
で

以
下
に
両
篇
の
顕
著
な
差
異
点
を
十
一
例
挙
げ
、
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
︒

︻「
長
恨
歌
」（
以
下
「
白
歌
」
と
簡
称
）
と
「
長
恨
歌
伝
」（
以
下
「
鴻
伝
」
と
簡
称
）
の
表
現
の
顕
著
な
差
異
十
一
例
︼

一 
 

開
元
中
、
泰
階
平
、
四
海
無
事
（
鴻
伝
）︒⇔

 
漢
皇
重
色
思
傾
国　

御
宇
多
年
求
不
得
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）
冒
頭
書
き
出
し
で
あ
る
︒「
鴻
伝
」
は
「
開
元
」
と
唐
代
王
朝
名
を
明
記
す
る
が
、「
白
歌
」
は
「
漢
皇
」
と
す
る
の

み
で
人
名
を
明
記
し
な
い
︒
以
下
双
方
と
も
全
篇
概
ね
そ
の
よ
う
で
あ
り
、「
鴻
伝
」
が
史
実
を
明
記
す
る
一
方
、「
白
歌
」

は
時
間
空
間
の
具
体
設
定
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
、「
鴻
伝
」
の
客
観
描
写
と
「
白
歌
」
の
主
観
（
主
情
）
描

写
の
相
違
に
直
結
す
る
︒

二 
 

元
献
皇
后
・
武
淑
妃
（
鴻
伝
） ⇔

 

（
白
歌
）
無
し
︒

 
 

 
 

 （
差
異
）
上
記
一
に
同
じ
く
「
鴻
伝
」
は
実
名
を
明
記
す
る
︒

三 
 

詔
高
力
士
潜
捜
外
宮
、
得
弘
農
楊
玄
琰
女
于
寿
邸
︒
既
笄
矣
︒（
鴻
伝
） ⇔

 

楊
家
有
女
初
長
成　

養
在
深
窓
人
未
識
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）「
鴻
伝
」
は
楊
貴
妃
が
玄
宗
妃
前
に
既
婚
（
寿
王
妃
）
で
あ
っ
た
史
実
を
淡
々
と
述
べ
る
が
、「
白
歌
」
は
深
窓
の
処
女

の
純
潔
を
強
調
す
る
︒
世
間
で
は
常
識
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
玄
宗
謁
見
以
前
の
楊
貴
妃
の
既
婚
歴
（「
鴻
伝
」）
と
、
あ
く
ま
で

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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純
潔
に
拘こ

だ
わる

「
白
歌
」
と
の
、
楊
貴
妃
像
描
写
の
決
定
的
な
差
異
が
見
て
取
れ
る
︒

四 
 

定
情
之
夕
、
授
金
釵
鈿
合
以
固
之
（
鴻
伝
）︒⇔

 

空
持
旧
物
表
深
情　

鈿
合
金
釵
寄
将
去
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）「
白
歌
」
で
は
金
釵
鈿
合
が
玄
宗
の
楊
貴
妃
へ
の
結
婚
記
念
贈
品
で
あ
る
記
載
が
無
い
が
、「
鴻
伝
」
で
は
そ
の
こ
と

を
明
記
す
る
︒「
長
恨
歌
」
の
描
写
で
は
仙
女
楊
貴
妃
が
取
り
出
し
た
金
釵
鈿
合
の
重
要
さ
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
は
や

は
り
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
読
者
が
併
せ
て
「
長
恨
歌
伝
」
を
読
め
ば
氷
解
す
る
︒
白
居
易
は
そ
の
こ
と
も
配
慮
し
て
併
載
し
た
か
）︒

五 
 

上
益
嬖
焉
︒（
鴻
伝
）︒⇔

 

（
白
歌
）
無
し
︒

 
 

 
 

 （
差
異
）「
嬖
」
は
高
い
位
の
者
が
身
分
を
越
え
て
下
賎
の
女
を
寵
愛
す
る
意
で
あ
る
︒
白
居
易
は
新
楽
府
「
李
夫
人
」
に
お

い
て
は
「
嬖
惑
」
と
明
記
し
て
玄
宗
の
行
為
を
批
判
す
る
︒
そ
の
筆
法
は
実
は
「
長
恨
歌
伝
」
に
託
さ
れ
、「
長
恨
歌
」
に
は

見
え
な
い
︒

六 
 

才
智
明
恵
、
善
巧
便
佞
、（
鴻
伝
） ⇔

 

（
白
歌
）
無
し
︒

 
 

 
 

 （
差
異
）
楊
貴
妃
の
人
物
評
語
と
し
て
「
善
巧
便
佞
」（
言
葉
巧
み
に
天
子
に
へ
つ
ら
い
）
と
あ
る
の
は
、
当
時
一
般
の
楊
貴
妃
評
価

と
考
え
ら
れ
る
︒「
白
歌
」
に
楊
貴
妃
の
貶
辞
は
無
い
︒

七 
 

碧
衣
云
、
玉
妃
方
寝
、
請
少
待
之
︒
～
于
時
雲
海
沈
沈
、
洞
天
飛
晩
、
～
久
之
、
而
碧
衣
延
入
、
且
曰
、
玉
妃
出
︒（
鴻
伝
） ⇔

 

聞

道
漢
家
天
子
使
、
九
華
帳
裏
夢
中
驚
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）
玄
宗
の
使
者
（
方
士
）
は
、「
白
歌
」
で
は
速
や
か
に
楊
貴
妃
と
の
対
面
が
か
な
う
が
、「
鴻
伝
」
で
は
一
晩
中
門
前

で
待
た
さ
れ
る
︒
些
細
な
時
間
差
で
は
あ
る
が
、「
鴻
伝
」
が
冷
静
に
楊
貴
妃
の
接
客
行
為
を
描
く
の
に
対
し
、「
白
歌
」
か

ら
は
楊
貴
妃
の
玄
宗
へ
の
生
前
と
変
わ
ら
ぬ
篤
い
思
い
が
直
に
伝
わ
る
︒

八 
 

請
当
時
一
事
不
聞
于
他
人
者
、
験
於
大
上
皇
︒
不
然
恐
鈿
合
金
釵
、
負
新
垣
平
之
詐
也
︒（
鴻
伝
） ⇔

 

臨
別
殷
勤
重
寄
詞
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）「
鴻
伝
」
で
は
、
道
士
の
強
い
要
求
に
よ
っ
て
、
七
夕
で
の
比
翼
鳥
・
連
理
枝
の
誓
詞
が
導
き
出
さ
れ
る
が
、「
白

歌
」
で
は
、
使
者
の
帰
り
際
、
楊
貴
妃
が
唐
突
に
玄
宗
に
こ
の
言
葉
を
託
す
︒

九 
 

願
世
世
為
夫
婦
︒（
鴻
伝
）⇔

 

七
月
七
日
長
生
殿　

夜
半
無
人
私
語
時　

在
天
願
作
比
翼
鳥　

在
地
願
為
連
理
枝
（
白
歌
）

 
 

 
 

 （
差
異
）「
長
恨
歌
」「
密
誓
」
の
有
名
な
場
面
で
あ
る
︒「
白
歌
」
は
大
枚
七
言
四
句
を
費
や
し
て
二
人
の
ロ
マ
ン
ス
を
歌
い
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上
げ
る
が
、「
鴻
伝
」
は
素
っ
気
な
く
六
言
で
済
ま
し
て
し
ま
う
︒
情
熱
的
な
「
白
歌
」
と
冷
静
な
「
鴻
伝
」
の
描
写
の
相
違

が
露
呈
し
た
好
例
で
あ
る
︒

十 
 

因
言
、
太
上
皇
亦
不
久
人
間
︒
幸
惟
自
安
、
無
自
苦
耳
（
鴻
伝
）︒⇔

 

（
白
歌
）
無
し
︒

 
 

 
 

 （
差
異
）
楊
貴
妃
が
帰
り
際
の
使
者
に
托
し
た
玄
宗
へ
の
伝
言
は
、「
鴻
伝
」
に
は
有
る
が
「
白
歌
」
に
は
無
い
︒

十
一 

 

天
長
地
久
有
時
尽　

此
恨
綿
綿
無
絶
期
（
白
歌
） ⇔

 

（
鴻
伝
）
無
し
︒

 
 

 
 

 （
差
異
）「
白
歌
」
の
主
題
に
も
関
わ
る
有
名
な
絶
唱
で
あ
る
︒「
白
歌
」
に
は
有
る
が
「
鴻
伝
」
に
は
無
い
︒

如
何
だ
ろ
う
か
︒
楊
貴
妃
の
既
婚
歴
や
「
便
佞
」
の
性
格
を
包
み
隠
さ
ず
淡
々
と
述
べ
、
玄
宗
の
使
者
を
暫
く
待
た
せ
る
「
鴻
伝
」

の
冷
静
で
客
観
的
な
史
筆
に
対
し
て
、
具
体
表
現
を
ぼ
か
し
、
深
窓
の
閨
女
の
シ
ン
デ
レ
ラ
的
出
世
物
語
を
強
調
す
る
「
白
歌
」
の
表

現
の
対
比
が
浮
彫
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て
「
鴻
伝
」
が
白
居
易
の
意
思
を
承
け
、
当
初
か
ら
『
白
氏
文
集
』
上
に

「
鴻
伝
」「
白
歌
」
の
併
載
を
意
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
世
間
で
一
般
常
識
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
「
鴻

伝
」
を
だ
し
に
し
つ
つ
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
情
物
語
を
殊
更
に
強
調
し
よ
う
と
す
る
白
居
易
の
魂
胆
が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
る
︒

次
章
で
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
に
併
載
す
る
こ
の
両
篇
を
平
安
文
人
が
眼
中
に
し
た
時
、
散
文
で
あ
れ
ば
当
然
「
鴻
伝
」
か
ら
の

強
い
影
響
が
予
想
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
見
せ
た
か
、
具
体
的
に
検
討
し
た
い
︒

三
　﹃
俊
頼
髄
脳
﹄
に
展
開
す
る
和
文
化
し
た
﹁
長
恨
歌
伝
﹂

以
下
、
周
知
の
『
俊
頼
髄
脳
』
中
に
縷
々
展
開
さ
れ
る
楊
貴
妃
故
事
が
、
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
具
体
的
に
示
す
た
め
に
、
当
該
資
料
を
五
段
落
に
分
け
、
梗
概
と
共
に
、
出
拠
で
あ
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
該
当
句
を
煩
を

厭
わ
ず
（ 

）
中
に
付
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
す
る
（﹇ 

﹈
は
筆
者
の
仮
題
、
各
段
落
の
前
後
に
、
筆
者
に
よ
る
（
梗
概
）
と
（
筆
者
評
）
を
付
す
る
︒

「
鴻
伝
」
は
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」、「
白
歌
」
は
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
簡
称
で
あ
る

（
６
））︒

原
文
は
、
和
歌
「
思
ひ
か
ね
別
れ
し
野
べ
を
き
て
み
れ
ば
浅
茅
が
原
に
秋
風
ぞ
ふ
く
」
を
提
示
し
た
後
、「
こ
れ
は
、
楊
貴
妃
が
事
を

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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詠
め
る
な
り
︒」
と
説
明
し
た
後
に
、「
楊
貴
妃
と
い
へ
る
は
、
昔
、
も
ろ
こ
し
に
、
︙
」
で
始
ま
る
楊
貴
妃
故
事
（
長
恨
歌
伝
）
を
延
々

と
述
べ
る
︒
末
尾
の
「
そ
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
け
る
所
へ
、
︙
か
の
み
か
ど
の
、
御
心
の
う
ち
を
、
お
し
は
か
り
て
詠
め
る
歌
な
り
」

は
、
こ
こ
で
は
比
較
の
対
象
と
し
な
い
︒

第
一
段
落
﹇
貴
妃
寵
愛
﹈

 

（
梗
概
）
二
人
の
寵
妃
を
続
け
て
亡
く
し
た
玄
宗
が
、
前
妃
に
勝
る
美
貌
の
楊
貴
妃
を
つ
い
に
後
妃
と
し
て
探
し
出
し
、
寵
愛
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
て
、
本
務
の
政
治
を
顧
み
な
く
な
る
︒
や
が
て
楊
貴
妃
の
兄
の
楊
国
忠
が
政
権
を
壟
断
す
る
よ
う
に
な
る
︒
世
間
に
は
、

楊
貴
妃
に
あ
や
か
っ
て
運
良
く
出
世
す
る
女
児
の
誕
生
を
望
む
風
潮
が
生
ま
れ
る
︒

 

楊
貴
妃
と
い
へ
る
は
、
昔
、
も
ろ
こ
し
に
、
玄
宗
と
申
す
み
か
ど
お
は
し
け
り
︒
も
と
よ
り
、
色
を
な
む
好
み
給
ひ
け
る
︒（
鴻

伝
云
、
玄
宗
在
位
歳
久
︙
以
声
色
自
娯
︒）（
白
歌
云
、
漢
皇
重
色
思
傾
国
）
い
み
じ
う
あ
ひ
し
給
ひ
け
る
、
女
御
、
后
な
む
お
は
し
け
る
︒
妃
を

ば
、
源
憲
皇
后
と
い
ひ
、
女
御
を
ば
、
武
淑
妃
と
な
む
聞
え
け
る
︒
い
み
じ
う
、
あ
ひ
お
ぼ
し
け
る
程
に
、
と
り
つ
づ
き
、
二
人

な
が
ら
亡
せ
給
ひ
に
け
り
︒（
鴻
伝
云
、
先
是
元
献
皇
后
・
武
淑
妃
皆
有
寵
、
相
次
即
世
︒）
そ
れ
、
お
ぼ
し
め
し
嘆
き
て
（
鴻
伝
云
、
上
心
忽
忽

不
楽
︒）、
こ
れ
ら
に
似
た
る
人
や
あ
る
と
、
も
と
め
給
ふ
程
に
、
や
う
や
う
、
楊
元
琰
と
い
へ
る
人
の
む
す
め
あ
り
け
り
︒（
鴻
伝
云
、

潜
捜
外
宮
、
得
弘
農
楊
玄
琰
女
于
寿
邸
︒）
容
姿
、
世
に
す
ぐ
れ
て
、
め
で
た
く
な
む
お
は
し
け
る
︒（
白
歌
云
、
天
生
麗
質
難
自
棄
）
み
か
ど
、

こ
れ
を
聞
こ
し
召
し
て
、
む
か
へ
と
り
て
御
覧
じ
け
る
に
、
は
じ
め
お
は
し
け
る
女
御
、
妃
に
も
ま
さ
り
て
、
め
で
た
く
な
む
お

は
し
け
る
︒
三
千
人
の
寵
愛
、
一
人
な
む
お
は
し
け
る
を
（
白
歌
云
、
漢
宮
佳
麗
三
千
人
、
三
千
寵
愛
在
一
身
）、
も
て
あ
そ
び
給
ひ
け
る

ほ
ど
に
、
世
の
中
の
政
治
を
も
し
給
は
ず
︒
春
は
、
花
を
と
も
に
も
て
あ
そ
び
、
秋
は
、
月
を
と
も
に
御
覧
じ
、
夏
は
、
い
づ
み

を
あ
ひ
し
、
冬
は
、
雪
を
ふ
た
り
見
給
ひ
き
︒
こ
れ
よ
り
、
御
い
と
ま
な
く
、
こ
の
女
御
の
御
兄
の
、
楊
国
忠
と
い
へ
る
人
に
な

む
、
そ
の
政
治
を
ば
ま
か
せ
て
、
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
︒（
鴻
伝
云
、
天
宝
末
、
兄
国
忠
盗
丞
相
位
、
愚
弄
国
柄
︒）
こ
れ
よ
り
、
世
間
な
む
、
い

み
じ
う
嘆
き
て
い
ひ
け
る
︒「
世
に
あ
ら
む
人
は
、
を
の
こ
ご
を
ば
ま
う
け
ず
し
て
、
女
子
を
な
む
ま
う
く
べ
き
」
と
ぞ
い
ひ
け

る
︒（
鴻
伝
云
、
当
時
謡
詠
有
云
、
生
女
勿
悲
酸
、
生
男
勿
喜
歓
︒）（
白
歌
云
、
遂
令
天
下
父
母
心
、
不
重
生
男
重
生
女
）

︙
（
評
）『
俊
頼
髄
脳
』
が
玄
宗
の
前
妃
名
を
明
記
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
「
鴻
伝
」
に
よ
る
︒
文
体
上
当
然
で
は
あ
る
が
、
文
章
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体
の
『
俊
頼
髄
脳
』
は
表
現
を
主
に
「
長
恨
歌
伝
」
に
依
拠
し
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
「
長
恨
歌
」
の
「
三
千
寵
愛
在
一
身
」

に
依
拠
し
た
表
現
は
「
三
千
人
の
寵
愛
、
一
人
な
む
お
は
し
け
る
」
だ
け
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
「
長
恨
歌
」
の
表
現
が
底
に

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒
玄
宗
が
楊
貴
妃
と
歓
楽
を
重
ね
る
場
面
（
及
び
次
の
第
三
段
落
の
楊
貴
妃
を
追
憶
す
る
場
面
）
が
、「
鴻

伝
」
で
は
「
驪
山
雪
夜
、
上
陽
春
朝
、
︙
宴
専
席
、
寝
専
房
」
と
描
く
の
に
対
し
、『
俊
頼
髄
脳
』
が
「
春
は
花
を
、
︙
秋
は
月

を
、
︙
夏
は
い
づ
み
を
、
︙
冬
は
雪
を
︙
」（
第
三
段
落
は
、
毎
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池
蓮
夏
開
、
宮
槐
秋
落
））
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に

描
く
の
は
、
四
季
の
移
ろ
い
に
敏
感
な
日
本
平
安
文
化
の
顕
現
で
あ
る
と
言
え
ま
い
か
（
第
三
段
落
の
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
追
憶
す
る
場
面
も

同
様
で
あ
る
︒
第
三
段
落
の
評
に
補
述
す
る
）︒
こ
の
場
面
は
「
長
恨
歌
」
で
は
二
人
の
歓
楽
場
面
を
春
景
、
及
び
玄
宗
の
楊
貴
妃
追
憶
場

面
を
秋
景
を
背
景
に
描
き
、
二
人
の
永
遠
の
愛
情
を
効
果
的
に
演
出
す
る
が
、
四
季
の
風
景
を
分
別
し
て
描
く
訳
で
は
な
い（

７
）︒

当
時
楊
貴
妃
の
出
世
に
あ
や
か
り
、
民
間
に
女
児
の
誕
生
を
望
む
風
潮
や
謡
言
が
流
行
し
た
事
に
つ
い
て
は
、「
鴻
伝
」
が
こ
れ
を

民
人
の
楊
貴
妃
へ
の
反
感
例
（「
側
目
」）
と
し
て
描
く
の
に
対
し
、「
白
歌
」
は
出
世
し
た
楊
貴
妃
へ
の
羨
望
例
と
し
て
描
く
︒「
白

歌
」
に
楊
貴
妃
へ
の
反
感
は
乏
し
い
よ
う
だ
︒

第
二
段
落
﹇
貴
妃
殺
害
﹈

 

（
梗
概
）
楊
貴
妃
の
せ
い
で
世
が
乱
れ
た
と
判
断
し
た
安
禄
山
が
、
み
か
ど
の
漁
陽
行
幸
の
際
に
反
乱
を
起
こ
し
、
天
下
平
和
の
た
め

に
貴
妃
の
殺
害
を
申
し
出
る
︒
み
か
ど
は
惜
し
ま
ず
楊
貴
妃
を
与
え
、
安
禄
山
が
み
か
ど
の
御
前
で
楊
貴
妃
を
殺
す
︒
み
か
ど
は
こ

れ
を
見
て
、
涙
を
流
す
︒

か
く
、
世
の
中
な
む
騒
ぎ
け
る
を
聞
き
て
、
世
人
の
心
に
し
た
が
ひ
て
、
安
禄
山
と
い
ふ
人
、
い
か
で
み
か
ど
を
あ
や
ぶ
め
た
て

ま
つ
り
て
、
こ
の
女
御
を
殺
さ
む
と
思
ふ
心
あ
り
け
り
︒
漁
陽
と
い
へ
る
所
に
あ
そ
ば
せ
給
ひ
け
る
程
に
、
こ
の
安
禄
山
、
い
く

さ
を
起
し
（
白
歌
云
、
漁
陽
鼙
鼓
動
地
来
）、
ほ
こ
を
こ
し
に
さ
し
て
、
御
輿
の
さ
き
に
伏
し
て
、
申
し
け
る
や
う
、「
ね
が
は
く
は
、
そ

の
楊
貴
妃
を
賜
ひ
て
、
天
下
の
い
か
り
を
な
ご
め
む
」（
鴻
伝
云
、
請
以
貴
妃
塞
天
下
之
怒
︒）
と
申
し
け
れ
ば
、
み
か
ど
、
惜
し
み
給
は

ず
し
て
、
こ
の
女
御
を
賜
ひ
て
け
り
︒
安
禄
山
、
賜
は
り
て
、
帝
の
御
前
に
し
て
、
殺
し
て
け
り
︒
み
か
ど
、
こ
れ
を
御
覧
じ
て
、

肝
心
ま
ど
ひ
て
、
涙
よ
も
に
な
が
れ
て
、
見
給
ふ
に
た
へ
ず
ぞ
あ
り
け
る
︒（
白
歌
云
、
君
王
掩
眼
救
不
得
、
迴
看
涙
血
相
和
流
）

︙
（
評
）
安
禄
山
の
挙
兵
と
楊
貴
妃
の
殺
害
を
述
べ
た
こ
の
部
分
は
、
史
実
と
大
き
く
異
な
る
︒
即
ち
、
世
直
し
の
善
人
安
禄
山

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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像
と
玄
宗
の
漁
陽
行
幸
と
安
禄
山
に
よ
る
楊
貴
妃
殺
害
が
そ
う
で
あ
る
︒
ま
ず
世
直
し
の
義
挙
を
企
て
た
安
禄
山
で
あ
る
︒
そ
の

理
由
は
悪
人
楊
国
忠
や
楊
貴
妃
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
安
禄
山
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
諸
書
に
な
く
、
珍
し
い
、
恐
ら
く

は
誤
っ
た
安
禄
山
認
識
で
あ
る
︒
筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
当
時
作
者
が
「
鴻
伝
」
及
び
「
白
歌
」（
い
ず
れ
も
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
所

収
）
の
み
を
参
照
し
て
和
文
の
「
鴻
伝
」
を
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る（

８
）︒

ま
た
、
楊
貴
妃
殺
害
の
下
手
人
を
安
禄
山

と
す
る
事
に
つ
い
て
は
、
楊
貴
妃
が
安
禄
山
の
乱
の
渦
中
に
お
い
て
惨
死
し
た
こ
と
は
容
認
で
き
る
も
の
の
、「
白
歌
」「
鴻
伝
」

共
に
貴
妃
殺
害
の
下
手
人
は
明
記
し
な
い
︒『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
八
や
『
楊
太
真
外
伝
』
巻
下
が
高
力
士
に
殺
害
さ
せ
て
い
る
の

と
大
き
く
異
な
る
が
、
和
文
「
鴻
伝
」
の
作
者
は
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
記
事
を
事
前
に
把
握
認
識
す
る
こ
と
無
く
、
悪
女
を
退
治
す

る
世
直
し
の
一
環
と
し
て
、
安
禄
山
に
楊
貴
妃
殺
害
を
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

更
に
、
眼
前
で
愛
妃
を
殺
さ
れ
た
玄
宗
の
反
応
描
写
に
つ
い
て
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
即
座
に
安
禄
山
に
渡
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後

の
玄
宗
の
篤
い
貴
妃
追
憶
と
矛
盾
す
る
し
、
中
国
側
文
献
で
は
寡
聞
に
し
て
見
ら
れ
な
い
︒
作
者
の
創
作
説
話
だ
ろ
う
が
、
玄
宗

が
こ
こ
で
何
ら
か
の
躊
躇
や
抵
抗
を
見
せ
た
方
が
玄
宗
の
楊
貴
妃
へ
の
愛
着
を
リ
ア
ル
に
表
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒

第
三
段
落
﹇
玄
宗
の
貴
妃
追
憶
と
道
士
の
貴
妃
探
索
﹈

 

（
梗
概
）
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
追
憶
す
る
︒
そ
の
様
子
を
見
て
、
道
士
が
名
乗
り
出
て
貴
妃
の
霊
魂
の
在
処
を
く
ま
な
く
探
索
す
る
︒

か
く
て
、
都
に
帰
り
給
ひ
て
（
鴻
伝
云
、
大
駕
還
都
︒）（
白
歌
云
、
東
望
都
門
信
馬
帰
︒）
位
を
ば
、
東
宮
に
ゆ
づ
り
給
ひ
に
け
り
︒
こ
の
事
、

思
し
嘆
き
て
、
春
は
、
花
の
ち
る
を
も
知
ら
ず
、
秋
は
、
木
の
葉
の
落
つ
る
を
も
見
給
は
ず
︒
木
の
葉
は
、
庭
に
つ
も
り
た
れ
ど
、

あ
へ
て
は
ら
ふ
人
な
し
︒（
鴻
伝
云
、
毎
至
春
之
日
、
池
蓮
夏
開
、
宮
槐
秋
落
、
︙
）（
白
歌
云
、
落
葉
満
階
紅
不
掃
）
か
く
、
思
し
嘆
く
を
聞
き
て
、

ま
ぼ
ろ
し
と
い
へ
る
道
士
の
、
参
じ
て
申
さ
く
、「
我
が
み
か
ど
の
御
使
と
し
て
、
こ
の
女
御
の
、
お
は
し
所
を
尋
ね
侍
ら
む
」
と

申
し
け
れ
ば
、（
鴻
伝
云
、
適
有
道
士
自
蜀
来
、
知
皇
心
念
楊
妃
如
是
、
自
言
有
李
少
君
之
術
︒）
み
か
ど
、
大
き
に
喜
び
て
の
た
ま
は
く
、「
し
か

ら
ば
、
我
が
た
め
に
、
こ
の
人
の
あ
り
所
を
、
尋
ね
て
聞
か
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
︒（
鴻
伝
云
、
玄
宗
大
喜
、
命
致
其
神
︒）
こ
の
み
こ
と

の
り
を
承
り
て
、
上
は
大
空
を
き
は
め
、
下
は
そ
こ
根
の
国
ま
で
も
と
め
け
れ
ど
、
終
に
、
え
尋
ね
得
ず
な
り
に
け
り
︒（
鴻
伝
云
、

又
能
游
神
馭
気
、
出
天
界
、
没
地
府
以
求
之
、
又
不
見
︒
白
歌
云
、
上
窮
碧
落
下
黄
泉
、
両
処
茫
茫
皆
不
見
）

︙
（
評
）
玄
宗
が
亡
き
楊
貴
妃
を
追
憶
す
る
場
面
は
、「
鴻
伝
」
で
は
四
季
を
通
じ
て
で
あ
る
が
（
毎
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池
蓮
夏
開
、
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宮
槐
秋
落
）、「
白
歌
」
で
は
春
色
を
背
景
に
し
た
二
人
の
恋
愛
の
歓
楽
、
秋
景
の
中
で
の
玄
宗
の
楊
貴
妃
追
憶
と
い
う
ふ
う
に
明
確

に
描
き
分
け
て
い
る
︒

第
四
段
落
﹇
道
士
の
貴
妃
訪
問
﹈

 

（
梗
概
）
道
士
が
遂
に
楊
貴
妃
の
住
む
仙
院
を
探
し
当
て
る
が
、
時
間
外
の
た
め
、
一
晩
中
玄
関
脇
で
待
た
さ
れ
る
︒

あ
る
人
の
い
は
く
、「
ひ
ん
が
し
の
海
に
、
蓬
莱
と
い
ふ
島
あ
り
︒
そ
の
島
の
上
に
、
大
き
な
る
宮
殿
あ
り
︒（
鴻
伝
云
、
東
極
天
海
、

跨
蓬
壷
、
見
最
高
仙
山
︒）（
白
歌
云
、
忽
聞
海
上
有
仙
山
）
そ
こ
に
な
む
、
玉
妃
の
大
真
院
と
い
ふ
所
あ
り
︒（
鴻
伝
云
、
署
曰
玉
妃
太
真
院
︒）
そ

れ
に
な
む
お
は
す
る
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
尋
ね
て
い
た
り
に
け
り
︒
そ
の
時
に
、
山
の
端
に
、
日
や
う
や
う
い
た
り
て
、
海
の
お

も
て
、
く
ら
が
り
ゆ
く
︒（
鴻
伝
云
、
于
時
雲
海
沈
沈
、
洞
天
日
晩
、）
花
の
と
び
ら
も
、
み
な
た
て
て
、
人
の
音
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
、（
鴻

伝
云
、
瓊
戸
重
闔
、
悄
然
無
声
、）
こ
の
戸
を
た
た
き
け
り
︒（
鴻
伝
云
、
方
士
抽
簪
叩
扉
）（
白
歌
云
、
金
闕
西
廂
叩
玉
扃
）
青
き
き
ぬ
着
た
る
乙
女

の
、
鬢
づ
ら
あ
げ
た
る
、
い
で
来
た
り
て
い
は
く
、「
汝
は
、
い
か
な
る
所
よ
り
来
た
れ
る
人
ぞ
」︒（
鴻
伝
云
、
俄
有
碧
衣
侍
女
又
至
、

詰
其
所
従
来
︒）
ま
ぼ
ろ
し
、
答
へ
て
い
は
く
、「
み
か
ど
の
御
使
な
り
︒
申
す
べ
き
こ
と
の
あ
る
に
よ
り
、
か
く
は
る
か
に
、
尋
ね

き
た
れ
る
な
り
︒」（
鴻
伝
云
、
方
士
因
称
唐
天
子
使
者
、
且
致
其
命
︒）
こ
の
乙
女
の
い
は
く
、「
玉
妃
、
ま
さ
に
寝
給
へ
り
︒
ね
が
は
く
は
、

し
ば
ら
く
待
ち
給
へ
︒」（
鴻
伝
云
、
玉
妃
方
寝
、
請
少
待
之
︒）
そ
の
時
、
ま
ぼ
ろ
し
、
て
を
手
向
け
て
ゐ
た
り
︒（
鴻
伝
云
、
方
士
屏
息
斂
足
、

拱
手
門
下
）

︙
（
評
）
第
二
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
白
歌
」
と
「
鴻
伝
」
で
は
遠
来
の
使
者
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
る
︒
即
ち
、

「
白
歌
」
で
は
使
者
の
来
訪
を
聞
い
た
楊
貴
妃
は
化
粧
も
整
え
ぬ
ま
ま
玄
関
ま
で
転ま

ろ

び
出
て
来
る
が
、「
鴻
伝
」
で
は
貴
妃
就
寝
中

と
て
使
者
は
一
晩
待
た
さ
れ
る
︒
そ
れ
だ
け
「
白
歌
」
は
楊
貴
妃
の
玄
宗
へ
の
鐘
情
を
篤
く
描
く
が
、
こ
の
部
分
で
は
使
者
は
待

機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
作
者
が
「
鴻
伝
」
に
よ
っ
て
描
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
こ
の
違
い
は
重
要
で
あ
る
︒

第
五
段
落
﹇
楊
貴
妃
の
玄
宗
追
憶
﹈

 

（
梗
概
）
道
士
を
召
見
し
た
楊
貴
妃
が
玄
宗
と
の
七
夕
の
思
い
出
を
語
る
︒

夜
あ
け
て
、
こ
の
ま
ぼ
ろ
し
を
召
し
よ
せ
て
、（
鴻
伝
云
、
久
之
、
而
碧
衣
延
入
、）
玉
妃
の
た
ま
は
く
、「
帝
王
は
、
平
か
に
お
は
し
ま

す
や
、
い
な
や
︒（
鴻
伝
云
、
問
皇
帝
安
否
︒）
次
に
は
、
天
宝
十
四
年
よ
り
こ
の
か
た
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
い
か
な
る
事
か
あ
る
」︒

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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（
鴻
伝
云
、
次
問
天
宝
十
四
載
已
還
事
︒）
ま
ぼ
ろ
し
、
そ
の
間
の
事
を
語
り
申
し
け
り
︒
帰
り
な
む
と
し
け
る
時
に
の
ぞ
み
て
、
玉
の
か

ん
ざ
し
を
な
む
、
つ
み
折
り
て
賜
は
せ
け
る
︒「
こ
れ
を
持
ち
て
、
み
か
ど
に
た
て
ま
つ
れ
︒
昔
の
事
、
こ
れ
に
て
思
し
い
で
よ
」

と
な
む
申
し
け
る
︒（
鴻
伝
云
、
指
碧
衣
女
取
金
釵
鈿
合
、
各
折
其
半
、
授
使
者
曰
、
為
我
謝
太
上
皇
、
謹
献
是
物
、
尋
旧
好
也
︒）（
白
歌
云
、
空
持
旧
物

表
深
情
、
鈿
合
金
釵
寄
将
去
）
ま
ぼ
ろ
し
申
さ
く
、「
玉
の
か
ん
ざ
し
は
、
世
に
あ
る
物
な
り
︒
こ
れ
を
た
て
ま
つ
ら
む
に
、
我
が
君
、

ま
こ
と
と
思
し
召
さ
じ
︒
た
だ
、
昔
、
君
と
忍
び
て
語
ら
ひ
給
ひ
け
む
事
の
、
人
に
し
ら
れ
ぬ
侍
り
け
む
︒
そ
れ
を
申
し
給
へ
︒

さ
て
な
む
、
ま
こ
と
と
は
思
し
召
す
べ
き
」
と
申
し
け
れ
ば
、（
鴻
伝
云
、
請
当
時
一
事
不
聞
于
他
人
者
、
験
於
太
上
皇
、）（
白
歌
云
、
臨
別
殷

勤
重
寄
詞
、
詞
中
有
誓
両
心
知
）
楊
貴
妃
、
し
ば
ら
く
思
し
め
ぐ
ら
し
て
、
の
た
ま
は
く
、「
わ
れ
、
む
か
し
七
月
七
日
に
、
七
夕
あ
ひ

見
し
夕
に
、
み
か
ど
、
わ
れ
に
立
ち
そ
ひ
て
の
た
ま
は
る
る
事
は
、
た
な
ば
た
、
ひ
こ
ほ
し
の
ち
ぎ
り
あ
は
れ
な
り
︒
わ
れ
も
か

く
あ
ら
む
と
思
ふ
︒
も
し
、
天
に
あ
ら
ば
、
翼
を
な
ら
べ
る
鳥
と
な
ら
む
︒
地
に
あ
ら
ば
、
ね
が
は
く
は
、
枝
を
か
は
し
た
る
木

と
な
ら
む
︒
天
も
長
く
、
地
も
久
し
く
、
終
る
事
あ
ら
ば
、
こ
の
怨
は
、
綿
々
と
し
て
絶
ゆ
る
期
な
か
ら
む
︒
と
申
せ
」
と
、
語

ら
ひ
給
ひ
け
る
︒（
鴻
伝
云
、
玉
妃
茫
然
退
立
、
若
有
所
思
︒
徐
而
言
曰
、
昔
天
宝
十
載
、
侍
輦
避
暑
驪
山
宮
︒
秋
七
月
、
牽
牛
織
女
相
見
之
夕
、
︙
上
凭
肩

而
立
、
因
仰
天
感
牛
女
事
、
密
相
誓
心
︒
願
世
世
為
夫
婦
︒）（
白
歌
云
、
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
人
私
語
時
︒
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
︒
天

長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
綿
無
絶
期
）
帰
り
て
、
こ
の
由
を
奏
し
け
れ
ば
、
み
か
ど
、
大
き
に
悲
し
び
給
ひ
て
、
つ
ひ
に
、
悲
し
び
に
堪

へ
ず
し
て
、
幾
程
も
な
く
て
亡
せ
給
ひ
に
け
り
と
ぞ
︒

︙
（
評
）
有
名
な
「
比
翼
鳥
、
連
理
枝
」
の
誓
詞
も
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
誓
詞
自
体
は
、「
白
歌
」
と
違
っ
て
「
鴻

伝
」
に
は
な
く
、「
願
世
世
為
夫
婦
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
︒
一
連
の
筆
遣
い
が
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
二
人
の
深
い
愛
情
を
描

き
通
そ
う
と
す
る
「
白
歌
」
と
、
努
め
て
客
観
的
に
描
こ
う
と
す
る
「
鴻
伝
」
の
筆
遣
い
違
い
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
︒

加
え
て
、「
鴻
伝
」
で
は
な
く
「
白
歌
」
の
解
釈
の
問
題
で
あ
る
が
、
作
者
は
「
白
歌
」
の
末
尾
句
を
引
用
し
つ
つ
、「
天
も
長
く
、

地
も
久
し
く
、
終
る
事
あ
ら
ば
、
こ
の
怨
は
、
綿
々
と
し
て
絶
ゆ
る
期
な
か
ら
む
︒」
と
述
べ
る
︒
こ
の
句
は
、〝
永
遠
に
続
く
天

地
で
さ
え
何
時
か
は
終
わ
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
怨
み
は
長
く
続
い
て
決
し
て
消
え
る
こ
と
は
無
い
〟
こ
と
を
比
喩
的

に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
︒〝
終
る
事
あ
ら
ば
こ
そ
〟
と
し
て
、〝
こ
そ
〟
の
二
字
を
補
え
ば
と
も
か
く
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
東

文
麿
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
誤
釈
を
指
弾
さ
れ
か
ね
な
い
箇
所
で
あ
る（

９
）︒
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四
　
和
文
化
さ
れ
た
﹁
長
恨
歌
伝
﹂
の
再
検
討

こ
の
章
で
は
、
前
章
に
お
い
て
調
査
し
た
源
俊
頼
の
「
和
文
化
し
た
長
恨
歌
伝
」
の
表
現
内
容
が
原
拠
の
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
と

異
な
る
問
題
を
、
以
下
の
四
点
に
絞
っ
て
再
度
総
合
的
に
検
討
し
た
い
︒

（
１
）
安
禄
山
像
、
挙
兵
目
的
、
楊
貴
妃
殺
害
者
等
の
認
識

（
２
）
長
安
帰
還
後
に
玄
宗
が
馬
嵬
へ
墓
参
し
た
史
実
は
無
い

（
３
）
漢
語
「
道
士
」「
方
士
」
と
和
語
「
ま
ぼ
ろ
し
」
に
つ
い
て

（
４
）「
天
長
地
久
有
時
尽　

此
恨
綿
綿
無
絶
期
」
の
話
者
、「
長
恨
歌
」
の
主
題
の
問
題

 

（
１
）
安
禄
山
像
、
挙
兵
目
的
、
楊
貴
妃
殺
害
者
等
の
認
識

『
俊
頼
髄
脳
』
中
の
「
和
文
化
し
た
長
恨
歌
伝
」（
以
下
「
俊
伝
」
と
簡
称
）
に
お
け
る
安
禄
山
描
写
は
、
史
実
の
裏
付
け
に
乏
し
く
異
様

で
あ
る
︒
即
ち
、「
俊
伝
」
は
安
禄
山
挙
兵
の
目
的
を
、〝
楊
国
忠
の
専
権
に
よ
っ
て
騒
乱
し
た
世
間
を
正
す
べ
く
義
挙
し
、
楊
国
忠
の

行
為
の
危
険
性
を
み
か
ど
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
妹
の
楊
貴
妃
殺
害
を
画
策
し
た
〟
と
す
る
︒
し
か
し
、
多
く
の
史
書
は
、
安
禄
山

挙
兵
の
目
的
と
し
て
楊
国
忠
の
排
除
は
掲
げ
る
も
の
の
、
そ
の
為
に
当
初
か
ら
妹
の
楊
貴
妃
殺
害
を
画
策
し
た
と
は
記
録
し
な
い
︒
ま

た
楊
貴
妃
の
殺
害
者
と
し
て
高
力
士
を
挙
げ
る
記
録
は
存
在
す
る（

（1
（

も
の
の
、
安
禄
山
を
直
接
の
下
手
人
と
す
る
も
の
は
聞
か
な
い
︒
そ

の
安
禄
山
が
挙
兵
し
た
の
は
、「
俊
伝
」
で
は
天
子
の
一
行
が
「
漁
陽
へ
行
幸
」
し
た
機
会
を
狙
っ
て
と
す
る
が
、
こ
れ
も
史
実
が
無

く
、
誤
認
で
あ
る
︒
或
い
は
范
陽
節
度
使
安
禄
山
の
赴
任
地
の
范
陽
（
漁
陽
）
を
誤
引
し
た
も
の
か
︒
楊
貴
妃
の
生
命
の
引
き
渡
し
を
要

求
し
た
の
は
警
護
隊
長
の
陳
玄
礼
と
の
資
料
は
存
在
す
る
が（

（1
（

、
ま
さ
か
そ
れ
が
安
禄
山
の
唐
突
な
要
求
で
、
し
か
も
玄
宗
が
楊
貴
妃
を

や
す
や
す
と
安
禄
山
に
く
れ
て
や
る
よ
う
な
記
事
は
、
筆
者
の
浅
い
見
聞
で
も
中
国
側
の
記
録
に
見
た
こ
と
が
無
い
︒
こ
の
珍
現
象
は

何
に
由
来
す
る
の
か
︒
そ
れ
は
、「
俊
伝
」
を
よ
く
読
め
ば
自
ず
と
分
か
る
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
、
安
禄
山
は
、
楊
国
忠
一
族
の
横
暴
で

「
世
の
中
な
む
騒
ぎ
け
る
を
聞
き
て
、
世
人
の
心
に
従
ひ
て
」
反
乱
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
の
行
動
は
世
直
し
の
義
挙
で
あ
っ

て
、
安
禄
山
は
畢
竟
善
人
な
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
『
旧
唐
書
』
巻
二
〇
〇
上
、
安
禄
山
伝
に
「
性
巧
黠
」
と
記
録
す
る
悪
賢
い
安
禄
山

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
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は
こ
こ
に
は
登
場
し
な
い
︒
こ
の
こ
と
の
原
因
は
、
作
者
が
他
書
の
安
禄
山
記
事
を
参
照
せ
ず
、
或
い
は
事
情
で
参
照
で
き
ず
、
専
ら

陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
の
み
に
拠
っ
て
安
禄
山
像
を
描
い
た
こ
と
に
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
︒
事
実
、
該
博
な
漢
籍
の
知
識
を
披
瀝
す

る
後
世
の
『
太
平
記
』
で
は
安
禄
山
認
識
が
ほ
ぼ
現
代
の
そ
れ
に
近
く
、
安
禄
山
の
挙
兵
に
懐
疑
的
で
あ
る
︒

 

（
2
）
長
安
帰
還
後
に
玄
宗
が
馬
嵬
へ
墓
参
し
た
史
実
は
無
い

至
徳
二
載
（
七
五
七
年
）
十
二
月
、
玄
宗
（
明
皇
）
は
、
一
年
半
前
に
慌
た
だ
し
く
土
盛
り
し
た
楊
貴
妃
墓
の
あ
る
馬
嵬
を
経
由
し
て
長

安
へ
帰
着
す
る
︒
そ
の
後
、
明
皇
側
は
度
々
楊
貴
妃
墓
の
改
葬
の
為
の
馬
嵬
墓
参
を
今
上
粛
宗
に
申
し
出
る
が
、
旧
勢
力
の
復
活
を
警

戒
す
る
粛
宗
周
辺
の
反
対
に
遭
い
、
墓
参
や
改
葬
が
実
現
す
る
事
は
無
か
っ
た
︒
僅
か
に
翌
七
五
八
年
十
月
、
縁
の
深
い
華
清
宮
訪
問

が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
︒

に
も
か
か
わ
ら
ず
『
俊
頼
髄
脳（
（1
（

』
は
、「
そ
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
け
る
所
へ
、
お
は
し
ま
し
て
御
覧
じ
け
れ
ば
」
と
し
て
情
況
を
設
定

す
る
︒
こ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
拠
る
か
︒
源
俊
頼
が
新
た
な
資
料
に
基
づ
い
て
描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
あ
り
た
い
と
す
る
作

者
の
願
望
が
働
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
、
長
安
と
馬
嵬
の
約
六
十
㎞
の
距
離
が
如
何
に
も
程
近
い
郊
外
の
よ
う
に
描
く

の
も
、
実
測
に
基
づ
か
な
い
作
者
の
執
筆
環
境
を
反
映
す
る
よ
う
で
あ
る
︒
源
道
済
の
本
和
歌
が
「
不
見
玉
顔
」
と
す
る
「
長
恨
歌
」

句
に
基
づ
く
こ
と
は
後
述
す
る
︒

 

（
3
）
漢
語
「
道
士
」「
方
士
」
と
和
語
「
ま
ぼ
ろ
し
」
に
つ
い
て

馬
嵬
乱
後
に
天
宮
に
帰
り
住
む
仙
女
楊
貴
妃
の
も
と
へ
、
楊
貴
妃
を
忘
れ
ら
れ
な
い
玄
宗
の
意
を
承
け
た
特
別
の
使
者
が
訪
問
し
て

楊
貴
妃
と
対
話
す
る
く
だ
り
は
、「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
と
も
に
重
要
な
場
面
設
定
で
あ
り
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
「
道
士
」「
方

士
」
が
登
場
す
る
そ
の
場
面
を
活
写
す
る
︒
実
は
、
和
文
化
さ
れ
た
「
長
恨
歌
伝
」
の
幾
つ
か
の
作
品
で
は
、
使
者
名
を
漢
語
の
「
道

士
」「
方
士
」
で
な
く
、
和
語
の
「
ま
ぼ
ろ
し
」
と
す
る
︒「
和
文
化
し
た
『
長
恨
歌
伝
』」
に
含
む
四
作
品
中
で
は
、『
俊
頼
髄
脳
』
は

「
ま
ぼ
ろ
し
」、『
今
昔
物
語
集
』
は
「
方
士
」
を
用
い
、『
唐
物
語
』
は
「
ま
ぼ
ろ
し
」「
方
士
」
を
混
用
、『
太
平
記
』
は
「
方
士
」
を

使
用
す
る
︒
こ
の
ほ
か
、
著
名
な
作
品
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
「
幻
」
巻
が
あ
り
、
冒
頭
の
「
桐
壷
」
巻
に
お
い
て
、
楊
貴
妃
に
擬
し

た
桐
壷
の
死
を
悼
ん
で
、
み
か
ど
が
「
た
づ
ね
行
く  

ま
ぼ
ろ
し
も
が
な  

つ
て
に
て
も  

魂
の
あ
り
か
を  

そ
こ
と
し
る
べ
く
」
と
詠
む

の
は
、『
源
氏
物
語
』
の
後
世
へ
の
甚
大
な
影
響
か
ら
考
え
て
も
特
筆
す
べ
き
現
象
で
あ
る
︒
更
に
仙
女
楊
貴
妃
を
主
役
と
す
る
謡
曲

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
八
号
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『
楊
貴
妃
』
で
は
、
使
者
は
「
方
士
」
を
自
称
す
る
︒
こ
の
う
ち
、『
唐
物
語
』『
太
平
記
』
に
お
け
る
称
呼
に
つ
い
て
は
別
途
論
文
に
於

い
て
考
え
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
称
呼
の
違
い
に
は
作
者
の
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
の
か
、
ま
た
「
ま
ぼ
ろ
し
」
を
使
用
す
る
文
学
的
効

果
は
如
何
だ
ろ
う
か
︒
語
源
説
明
に
詳
し
い
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
に
よ
る
と
、
幻
術
使
い
た
る
「
ま
ぼ
ろ
し
」
の
語
源
は

「
目
惚
し
」（
大
言
海
）
や
「
見
滅
し
」（
釈
名
）、「
目
亡
」（
名
言
通
他
）
等
諸
説
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
切
な
観
点
は
現
実
・
実
在

（
う
つ
つ
）
に
対
す
る
非
現
実
・
非
実
在
（
ゆ
め
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
楊
貴
妃
故
事
で
は
、
仙
女
楊
貴
妃
と
対
話
す
る
幻

術
使
い
「
ま
ぼ
ろ
し
」
は
真
っ
当
な
使
用
法
で
あ
る
︒
日
本
の
「
ま
ぼ
ろ
し
」
が
中
国
の
「
道
士
」「
方
士
」
同
様
に
「
現
実
」
に
お
い

て
活
躍
し
た
か
、
筆
者
の
知
見
は
乏
し
い
が
、
少
な
く
と
も
文
学
上
に
お
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の
使
用
例
も
あ
り
、「
ま
ぼ
ろ
し
」

の
使
用
頻
度
は
相
当
程
度
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
そ
し
て
そ
の
用
語
が
「
幻
」
で
あ
る
が
故
に
、「
ま
ぼ
ろ
し
」
は
決
し
て
当
該
社
会

に
お
い
て
現
実
化
す
る
こ
と
な
く
、
文
学
上
の
虚
構
の
存
在
に
終
始
し
た
こ
と
も
︒
か
く
し
て
、
日
本
文
学
に
お
け
る
「
ま
ぼ
ろ
し
」

は
、
当
人
の
現
実
世
界
に
お
け
る
活
動
は
い
ざ
知
ら
ず
、
楊
貴
妃
故
事
の
翻
案
に
お
い
て
は
実
に
要
領
を
得
た
見
事
な
「
和
文
化
し
た
」

用
語
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
︒

 

（
４
）「
天
長
地
久
有
時
尽　

此
恨
綿
綿
無
絶
期
」
の
話
者
、「
長
恨
歌
」
の
主
題
の
問
題

楊
貴
妃
が
使
者
の
帰
り
際
に
玄
宗
へ
の
伝
言
を
託
す
「
天
長
地
久
有
時
尽　

此
恨
綿
綿
無
絶
期
」
語
は
、「
長
恨
歌
」
の
最
末
句
で
あ

る
が
、
こ
の
句
の
話
者
や
「
長
恨
歌
」
の
主
題
を
め
ぐ
っ
て
古
来
議
論
が
絶
え
な
い
微
妙
な
箇
所
で
あ
る
︒『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
話
者
を

楊
貴
妃
と
す
る（

（1
（

︒
こ
れ
は
「
長
恨
歌
」
の
一
解
釈
で
あ
る
が
、
国
東
文
麿
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（1
（

、
こ
の
箇
所
は
「
天
地
は
い
か
に
長

く
続
い
て
も
終
わ
り
が
あ
る
が
、
こ
の
恨
み
は
決
し
て
絶
え
る
時
が
な
い
」
方
向
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、『
俊
頼
髄
脳
』（
ま
た
『
今
昔

物
語
集
』）
の
誤
釈
を
指
弾
さ
れ
か
ね
な
い
微
妙
な
箇
所
で
あ
る
︒

五
　
ま
と
め

以
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
、『
俊
頼
髄
脳
』
に
引
用
す
る
長
文
の
楊
貴
妃
故
事
本
文
（
楊
貴
妃
と
い
へ
る
は
、
昔
、
も
ろ
こ
し
に
、
玄
宗
と
申
す

み
か
ど
お
は
し
け
り
︒
～
つ
ひ
に
、
悲
し
び
に
堪
へ
ず
し
て
、
幾
程
も
な
く
て
亡
せ
に
け
り
と
ぞ
︒）
に
お
い
て
は
、
概
ね
忠
実
に
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
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を
和
文
化
し
て
い
る
︒
具
体
的
な
日
時
は
不
明
だ
が
、
引
用
者
は
、
九
世
紀
前
半
頃
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
一
世
を
風
靡
し
た
『
白
氏

文
集
』（
ま
た
は
そ
の
抄
本
）
に
併
載
す
る
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
を
専
ら
当
面
の
手
本
に
し
た
で
あ
ろ
う
︒

『
俊
頼
髄
脳
』
原
文
は
続
い
て
、
源
道
済
の
和
歌
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
︒

そ
の
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
け
る
所
へ
、
お
は
し
ま
し
て
御
覧
じ
け
れ
ば
、
野
辺
に
、
あ
さ
ち
、
風
に
波
よ
り
て
、
あ
は
れ
な
り
け
む

と
、
か
の
み
か
ど
の
、
御
心
の
う
ち
を
、
お
し
は
か
り
て
詠
め
る
歌
な
り
︒

つ
ま
り
、
長
安
へ
帰
京
し
た
玄
宗
（
明
皇
）
が
楊
貴
妃
を
忘
れ
か
ね
、
そ
の
殺
さ
れ
た
馬
嵬
へ
行
っ
て
み
る
と
（
思
ひ
か
ね
別
れ
し
野
べ
を

き
て
み
れ
ば
）、
一
面
の
波
立
つ
浅
茅
が
原
の
風
景
に
、
さ
ぞ
か
し
堪
え
難
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
明
皇
の
心
中
を
忖
度
し
て
詠
ん
だ

和
歌
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒
こ
の
原
話
を
収
録
し
た
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
︒
で
は
、
果
た
し
て
こ
の
解

釈
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
か
︒
特
に
「
お
は
し
ま
し
て
」
と
す
る
玄
宗
の
行
動
の
出
発
点
は
、
帰
京
し
た
長
安
か
ら
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
︒

玄
宗
に
は
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
行
動
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
︒
筆
者
の
狭
い
管
見
で
は
、
長
安
へ
帰
京
し
た
玄
宗
（
の
旧
勢

力
）
は
長
子
た
る
今
上
皇
帝
の
粛
宗
（
の
現
政
治
勢
力
）
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
楊
貴
妃
墓
の
墓
参
や
改
葬
は
許
可
さ
れ
ず
、
僅
か
に
七
五

八
年
十
月
、
東
郊
の
華
清
宮
へ
の
湯
治
が
許
可
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
︒
実
は
、
原
作
和
歌
を
『
源
道
済
集
全
釈（
（1
（

』
に
拠
っ
て
見
て
み

る
と
、
当
該
和
歌
に
は
「
不
見
玉
顔
」
の
句
題
が
付
い
て
お
り
、
他
の
九
題
と
も
に
「
長
恨
歌
」
の
「
不
見
玉
顔
空
死
処
」
に
出
拠
し

た
句
題
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
つ
ま
り
玄
宗
の
馬
嵬
墓
参
の
実
態
は
、
帰
京
後
に
長
安
か
ら
出
発
し
た
の
で
は
な
く
、「
長
恨

歌
」
に
「
不
見
玉
顔
空
死
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蒙
塵
先
の
四
川
か
ら
長
安
へ
帰
還
す
る
途
中
に
楊
貴
妃
墓
を
見
参
し
た
の
で
あ
り
、

間
も
な
く
長
安
へ
帰
着
す
る
馬
嵬
に
お
い
て
、
一
年
半
前
に
亡
き
楊
貴
妃
を
埋
葬
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
詠
ん
だ
和
歌
な
の
で
あ
る
︒

「
長
恨
歌
」
に
基
づ
け
ば
、
玄
宗
が
長
安
か
ら
馬
嵬
へ
墓
参
に
出
か
け
た
と
は
解
釈
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
︒

唐
朝
の
安
禄
山
の
乱
の
公
的
情
報
は
、
海
賊
な
ど
民
間
個
人
の
風
聞
は
い
ざ
知
ら
ず
、
叛
乱
勃
発
二
年
後
の
天
平
宝
字
二
年
（
淳
仁
天

皇
︒
七
五
八
）
十
二
月
に
、
遣
渤
海
使
小
野
朝
臣
田
守
等
が
上
奏
し
た
「
唐
国
消
息
」
に
よ
っ
て
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
︒
即
ち
、『
続

日
本
紀
』
巻
二
十
一
に
、
至
徳
三
載
（
七
五
八
）
に
至
る
、
史
思
明
の
乱
を
含
む
か
な
り
細
か
な
反
乱
の
「
消
息
」
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

淳
仁
天
皇
は
、「
安
禄
山
は
狂
胡
狡
竪
」（
狂
乱
し
た
ず
る
い
奴
）
と
し
て
、「
海
東
」（
日
本
）
侵
攻
に
備
え
る
よ
う
に
勅
命
を
出
し
て
い
る（

（1
（

︒

（
実
の
所
、
安
禄
山
は
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
正
月
、
既
に
息
子
の
安
慶
緖
に
刺
殺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
海
東
侵
攻
ま
た
玄
宗
追
撃
は
実
際
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は
不
可
能
で
あ
っ
た
︒）

こ
こ
に
、『
続
日
本
紀
』
が
安
禄
山
を
「
狂
胡
狡
竪
」
と
表
現
す
る
の
は
実
に
興
味
深
い
︒
そ
れ
は
「
性
巧
黠
」（『
旧
唐
書
』
巻
二
〇
〇

上
、
安
禄
山
伝
）、「
忮
忍
」（『
新
唐
書
』
巻
二
二
五
上
、
安
禄
山
伝
）、「
姦
賊
残
忍
」（『
安
禄
山
事
迹
』
巻
上
）
と
表
現
す
る
歴
代
史
書
の
安
禄
山
評

語
と
軌
を
一
に
す
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
、『
俊
頼
髄
脳
』
が
世
直
し
の
善
人
安
禄
山
像
を
描
く
の
は
如
何
に
も
唐
突
で
異
様

で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
当
時
の
作
者
が
把
握
し
た
安
禄
山
情
報
が
「
長
恨
歌
伝
」
に
描
か

れ
た
〝
悪
人
楊
国
忠
を
誅
伐
し
た
世
直
し
善
人
の
安
禄
山
像
〟
の
み
で
あ
っ
た
、
更
に
言
え
ば
、
こ
の
一
点
か
ら
作
者
の
執
筆
環
境
と

し
て
の
漢
籍
背
景
の
一
端
を
窺
お
う
と
す
る
の
は
筆
者
の
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
︒

最
後
に
、
近
刊
の
丁
莉
『
永
遠
的
〝
唐
土
〟
日
本
平
安
朝
物
語
文
学
的
中
国
叙
述（
（1
（

』
二
二
六
頁
「
三
、
楊
貴
妃
的
故
事
：〝
浅
茅
原
野

上
︐
唯
有
秋
风
吹
〟」
は
、
平
安
朝
の
浅
茅
を
詠
ん
だ
和
歌
例
を
博
捜
し
、
当
該
句
を
含
む
和
歌
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
分
析
す
る
︒

这
些
和
歌
通
过
『
浅
茅
』
及
其
相
关
景
物
―
秋
风
、
露
水
、
虫
鸣
等
来
表
现
杨
贵
妃
死
后
故
地
之
荒
芜
以
及
重
游
故
地
时
玄
宗
内

心
之
凄
凉
︒（
こ
れ
ら
の
和
歌
は
、〝
浅
茅（
（1
（

〟
や
関
連
す
る
景
物
―
秋
風
、
露
、
虫
の
声
等
を
通
し
て
、
楊
貴
妃
死
後
の
縁ゆ

か
りの

地
（
馬

嵬
）
の
荒
涼
さ
や
馬
嵬
を
再
訪
し
た
折
の
玄
宗
の
心
中
の
凄
絶
さ
を
表
現
し
て
い
る
︒）

筆
者
は
、
後
世
の
江
戸
の
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
ー
一
八
〇
九
）『
雨
月
物
語
』「
浅
茅
が
宿
」
に
収
斂
す
る
丁
莉
氏
の
日
本
〝
浅
茅
〟
観

に
大
い
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
に
は
、「
ま
ぼ
ろ
し
」
同
様
、
中
国
の
原
詩
に
読
ま
れ
た
風
物
が
日
本
文
学
に
お
い
て
巧
妙
に

和
文
化
さ
れ
て
い
る
好
個
の
実
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
︒

注

（
1
）  

「
和
文
」
は
「
漢
文
」
に
対
す
る
呼
称
で
あ
り
、
平
仮
名
を
中
心
と
し
て
、
奈
良
平
安
時
代
を
通
じ
て
日
本
語
に
定
着
し
た
所
謂
漢
文

（
中
国
文
）
訓
読
文
や
漢
字
か
な
交
じ
り
文
を
包
含
し
て
い
う
︒
な
お
表
現
は
異
な
る
が
、
同
様
の
「
和
文
化
し
た
『
長
恨
歌
伝
』」
は
、

管
見
の
限
り
、
本
稿
の
『
俊
頼
髄
脳
』
以
外
に
、『
今
昔
物
語
集
』『
唐
物
語
』『
太
平
記
』
等
の
中
世
文
学
作
品
に
も
各
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
見

え
る
︒（
他
に
『
曽
我
物
語
』
巻
二
︐『
注
好
選
抄
』
巻
上
も
部
分
的
に
引
用
す
る
︒）
時
間
と
能
力
が
許
せ
ば
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
個
別
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・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
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を
和
文
化
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た
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に
別
稿
を
用
意
し
て
考
察
を
試
み
た
い
︒
な
お
、
一
方
の
「
長
恨
歌
」
も
日
本
文
学
作
品
中
に
屡
々
引
用
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
七
言
古
詩

体
の
制
限
も
あ
ろ
う
、
日
本
文
学
作
品
中
の
「
長
恨
歌
」
の
引
用
は
七
言
数
句
に
止
ま
り
、
決
し
て
「
長
恨
歌
伝
」
の
よ
う
に
全
体
的
な

も
の
で
は
な
い
︒
た
だ
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
に
併
録
す
る
両
篇
は
、
当
初
か
ら
同
時
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
し
て
編
入
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
長
恨
歌
」
も
考
察
の
対
象
に
含
む
︒

（
2
）  

『
今
昔
物
語
集
』（
編
者
不
明
）
と
『
俊
頼
髄
脳
』
の
先
後
に
つ
い
て
は
、「『
今
昔
物
語
集
』
の
依
拠
資
料
の
う
ち
成
立
が
最
も
遅
い
の

は
『
俊
頼
髄
脳
』（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
）
と
あ
り
、
ま
た
古
今
説
話
の
集
大
成
と
個
人
の
和
歌
論

集
の
両
著
の
性
格
の
違
い
か
ら
、
筆
者
は
、
先
行
す
る
『
俊
頼
髄
脳
』
を
『
今
昔
物
語
集
』
が
取
り
込
ん
だ
と
考
え
て
い
る
︒
今
野
達
「
今

昔
物
語
集
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
―
俊
頼
髄
脳
と
の
関
連
を
糸
口
に
」（『
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、

『
俊
頼
髄
脳
』
先
行
の
立
場
か
ら
更
に
深
く
関
連
す
る
諸
問
題
を
検
討
し
て
い
る
︒

（
3
）  

「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
は
、
岡
村
繁
訳
注
『
白
氏
文
集
』（
二
下
、
原
稿
執
筆
は
柳
川
順
子
、
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
一
一
七
、

二
〇
〇
七
年
）
に
拠
っ
た
︒
こ
の
注
釈
本
の
底
本
は
那
波
道
円
本
だ
が
、
金
沢
本
・
管
見
抄
本
等
の
古
抄
本
と
照
合
し
、
必
要
に
応
じ
て

載
録
し
て
い
る
︒
更
に
加
え
て
太
田
次
男
の
大
著
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究　

中
巻
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
二

月
）
に
よ
っ
て
照
合
し
た
が
、
見
落
し
が
あ
れ
ば
筆
者
の
責
任
で
あ
る
︒

（
4
）  

原
文
は
「
懲
尤
物
」
と
あ
り
、
従
来
は
「
美
女
楊
貴
妃
を
懲
ら
し
め
」
と
す
る
解
釈
が
主
流
で
あ
る
︒
し
か
し
、
筆
者
は
そ
の
方
向
の

解
釈
に
違
和
感
が
あ
り
、
当
時
、
元
稹
や
白
居
易
間
で
流
行
し
て
い
た
「
尤
物
」
語
の
解
釈
を
根
拠
に
、
大
意
の
よ
う
に
解
釈
し
た
︒
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒
拙
稿
「
中
唐
の
『
尤
物
』
論
と
『
長
恨
歌
』
の
『
恨
』」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
〇
集
、
七
四－

八
六
頁
︒
日
本
中
国
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
︒

（
5
）  

「
伝
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
説
が
分
か
れ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
「
唐
代
伝
奇
」
文
と
解
釈
し
、
詩
歌
た
る
「
長
恨
歌
」
と

ペ
ア
に
な
る
も
の
と
考
え
る
︒

（
6
）  

本
稿
が
対
象
と
す
る
『
俊
頼
髄
脳
』
は
橋
本
不
美
男
注
訳
『
俊
頼
髄
脳
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
五
十
、
歌
論
集
、
小
学
館
、
一
九
七
五

年
︒
底
本
は
国
会
図
書
館
蔵
藤
原
定
家
本
）
に
拠
っ
た
︒
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
底
本
は
実
見
で
き
て
い
な
い
︒

（
7
）  

「
長
恨
歌
」
の
「
春
風
桃
李
花
開
日
、
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
」
は
秋
景
の
下
に
描
か
れ
る
︒
春
景
を
描
く
前
句
は
一
見
相
応
し
く
な
い
よ
う
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に
見
え
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
〝
前
句
は
生
前
の
楊
貴
妃
と
の
春
の
歓
楽
の
日
々
の
追
憶
〟
で
あ
り
、
後
句
が
〝
楊
貴
妃
逝
去
後
の
悲
し

い
秋
の
現
実
〟
の
描
写
で
あ
る
と
見
た
い
︒

（
8
）  
拙
稿
「
善
人
安
禄
山
の
登
場
」（
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
四
、『
今
昔
物
語
集
二
』
月
報
、
一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
︒

（
9
）  
国
東
文
麿
『
今
昔
物
語
集
全
訳
注
』
九
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
四
年
二
月
）
一
一
八
頁
︒
ま
た
同
氏
『
今
昔
物
語
集
作
者
考
』

（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）、
五
十
二
頁
︒

（
10
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
八
︐『
楊
太
真
外
伝
』
巻
下
、「
明
皇
雑
録
」︒

（
11
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
八
等
︒

（
12
）  

『
今
昔
物
語
集
』
は
や
や
表
現
が
異
な
る
が
、
同
様
の
内
容
で
あ
る
︒

（
13
）  

『
今
昔
物
語
集
』
同
じ
︒
話
者
を
玄
宗
と
す
る
一
方
の
解
釈
に
つ
い
て
、
拙
稿
（
前
注
4
）
参
照
︒
因
み
に
一
方
の
解
釈
は
、
こ
の
二
句

を
「
長
恨
歌
」
全
体
の
総
括
句
と
し
、「
此
恨
」
の
主
体
を
玄
宗
と
す
る
︒

（
14
）  

『
今
昔
物
語
集
全
訳
注
』
九
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
四
年
二
月
、
一
一
八
頁
︒

（
15
）  

桑
原
博
史
全
釈
、
風
間
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
︒

（
16
）  

『
続
日
本
紀  

三
』（
青
木
和
夫
他
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
十
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
十
一
月
）
に
詳
し
い
注
を
載
せ
る
︒

藤
善
眞
澄
『
安
禄
山
』
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
三
月
︒
ま
た
同
氏
『
安
禄
山　
皇
帝
の
座
を
う
か
が
っ
た
男
』
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年

七
月
︒
同
氏
『
安
禄
山
と
楊
貴
妃  

安
史
の
乱
前
後
』
清
水
書
院
、
一
九
七
二
年
三
月
︒
同
氏
『
安
禄
山
と
楊
貴
妃　
安
史
の
乱
始
末
記
』
清

水
書
院
、
一
九
八
四
年
十
月
を
参
照
︒

（
17
）  

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
一
月
︒

（
18
）  

チ
ガ
ヤ
︒
丈
の
低
い
茅
︒

唐
・
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を
和
文
化
し
た
平
安
・
源
俊
頼
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
長
恨
歌
伝
」
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